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松 澤 盛 茂

はしがき

本稿に於ては Bri血 読,,理論に於u-る地代の

内容を考察する事を目的とする｡荘哲学体系えの

･理解は経営体の把超から出葛 じなくてはならぬ｡

蓋 し経営体を異にするにつれて経営学の理論的構

造は首然に異るものであって,比職的に云 うなら

ば,それは経営学の生産方向を決定するものであ

る｡

純資本主義的個別経酉に於ては経営は羅捧な意姥

の企業概念を以って律せられる資本の機能経であ

り控賢体は唯一つの資本に限 られて(註1.)紛泥の ′

余坤は比較的乏しい.然 し非資*主義的性格を多

分に包含する農業界に於ては経営体の様相は一元

的でないが今日の農業経営が土鞄を以て革-の経

営体とする体系に於て最 も科拳 としての純粋性を

短めている事は何人も承認するところであろう｡

Biinknrantl,Th.理論は斯るものの最高峰をなす｡

而 してこの体系に於ては純牧益 (超費余剰)の蹄

屠体は土地唯一であり,内給用役は草-の土地用

益であり地代は正に斯る土地用役の雷量にしてそ

れ以外のものを含まぬ筈 t:.あるo

Brillkmanll理論に於げろ地代は果 してこの意味に

於て純粋なる地代なりや香や｡*稿に於て検討せ

られろ中心点をこの間題に置 く.

(1)果 して資本のみの経営陣が存在 し得るや

については侍異見なしとしない.此の点

については後述参照｡

1.

生産は経営によって執行される｡生産は各種生

産要素用役を要約する事によって成立する｡而 し

てそれ ら生産要素の調達は経営によって行われる

が,経営は用役の全部を常に購入するものでなく.

各々個有の事情に基いてその一部を篤入し,他は

自家所有の用役を以て充雷するo前者を用役の外

給 と云い後者を内給と云うO而 して費沿物財費及

外給用役費の合計が経営費である.

粗放益-(物財費+外拾用役費)-超費余剰

斯 くして壷じたる超費余剰捻内給用役の雷畳 とし

て嘗該内拾用役泉源体に揖屋するO自家労作経営
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に於げろ超費余剰が自家労働報酬を為す如き夫で

ある｡大損博士によって用いられ爾後我国農業経

営撃界に於て度 使々用される所の概念経賢体とは

(註1･)この超費余剰又妊純牧益の鐸屠すべき用役

涼長持の意に外ならない｡

次に此種の用役泉源体は提督の偶,3U事情に基い

て或は革一体であり或紘複合体である｡資本主義

的企業躍萱に於ては経営体は資本翠- (正しくは

自己資本革-)とB.Jられ 多 くの小農家族歴哲に

於ては自作地,自家労働力及自己資本の複合休と

見 られているo従って後者に於ける鈍牧益は地代

労賃及利子の合算物である｡

Briukman叫こ於ては唯一絶対の鈍牧益は地代 (土 ′

鞄托牧益)であり,礎Ioて経営件放置-な土地で

ある｡経営費とは,別の表現を用いれば控営旅を

運営するに要する費用であるか ら,Briukmamlの

集約度方式 Ⅰ-里等 些 (註2･川 経営体たる土
地と之を遺貸する費用との封置を示してい､ろ｡分

母たる土地の経営体としての所異性,固定性に封

して分子たる諸費用の可変性が封置せられている

土地経営体撃誼に於ける柴約度方式は理論的に雷

然斯 くあるべきであり,又これ以外にあるべきで

もないO

斯 くして土地経営体学説に於て捻-切の超費余

剰を土地用役の雷重たらしめ土地鈍牧益(地代)に

算入する｡然 し此の場合土地が純牧益の全部を奪

い得る等の正常性を主張せんがためには,云 うと

ころの土地経営体経営又は土地純収益に於て,lb

らゆる超費余剰が究短に於て客観的慣値たる地代

に吸放 し蓋 し得る事,即ち一切の耗牧益が土地の

所産たる事を証明せねばならぬ｡

此の事は果 して可能であろうかO

(1)大槻正男:農業経営の基本問題

(2)BrJhkmann.Tll:Oko110mikd.1王い

11dw.Betricl)S.S.30葬謬8頁

2.

Brinkmannによれば土地窪皆体経営又は土地

収益経営に放て純収益に寄輿する要因紘次の三つ

に軍的されるC 少
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1.自然的保件

2.交通的地位

3.個人的事情

第-の自然的性件は ｢土地の肥沃性一般の執念と

土地の確定性状の不動の表象との間に志も結び付

が存しない｣(1) と彼の云う通り作物に何を選ぶ

かによって 経営的贋値は個jll差を生じ易いO従

って紅営主体が選揺する作物如何によって土地純

収益の差額が生じ得るから新作物や新品種を人に

先じて採用すればこの差額は超費余剰として経営

主体の手に綜する｡その意味に於て暫くはイ1射り的

主紋的存在であり得る｡しかし乍らそうした有利

な作物捻やがて同地域内の他の経営主体によって

模倣せられ特定の土地に常にそうした作物の採用

が恒常化せられるに至れば土地所有者は控賢者に

封してこの経費余剰をその特定土地の地代として

要求し得るに至る｡即ち特定土地はその賃料とし

て不特定一般の小作者に封して適地である故に,

より高い地代を要求する枝になり遊資余剰は客観′

的な経皆的贋値として認められ地代中に算入され

去って了うであろう｡

故に自然的燥件は結局に於て土地のみの用役で

あり得る｡

第二の交通的地位絵最も客観的な計数指標たる

送致費を通じて最も容易にその経営的償値が客観

的に把提され地代に吸収され得ろものであろう｡

勿論上記二要因と経もそれ自体に於て総革なる慣

値の潜在的な可能性であって,それが経営現像と

して表面に置現し乗るには,.常に経営主体の主体

性の反映に於て行われねばならぬ｡その意味に於

て先ず初めは特殊的作物の畿見,新経営方式の樹

立等新生産方法の創設に封する特別利得として,

より主観的な側に立つであろうし,叉その客観化

普及化の進行課程に於てら経営主農は出乗るだけ

その特別利得を自己の側に保留して地代に吸収さ

れる嶺に抵抗しようと努めるではあろうけれども

究極に於ては客観化され責すべきものであろう｡

(-～)

第三に個人的事情であるが,この要因は前二者

に放して迄か.に客観化の因敵性が多いe考察に普

って個人的事情を東にこっに分けて見たvlo

(イ)技術化され比較的達に人格と分放し,一

般に普及するもの

例えば新器具の利用,新荷作法,新経営

技術等

(I))人格と分甑極めて因薙なもの ∫

一別造れ 形式感覚,商才,信用,智能等

(イ)に屈するものは成立の初期に於ては主観的

要因として特写押rJf寺(超資余剰,純収益の一部を

なす)に寄輿するであろうが,やがてそれ紘技術

水準の平均化により,審訊化せられ綜合的な土地

用役中に吸収せられ地代化するであろう｡最後の

(EL)を地代中に算入し去る鴎の論理の畿見抜極

めて困難であるo無論監置的合理性の徹底化II=伴

い客観化質城の貴大と主観的岩城の相封的縮少は

首然承認せねばならない｡

土地控瞥農経営の純収益-土地純牧益(R)+
経賢者能力 純牧益 (r)

に於て辞患経済下にあっては r-0

∴土地経営麓経営の純収益=Rとする事は可

能であるo然しFFら現琴には斯 くの如き事はあり

得ないO経済活動は超を接して生起する変動の因

子に封癒してorganizc- opL･ratC- rCOrganizc

ー 01)erate･--を無限に反復するO従って常に

r>Oo
Brillkman-1もこの事は明らかに肯定して次の如

く述べている｡

｢主観的要因によって,換言すれば個々の企業者

の経済的能力によって初めて牧益率 (中略)は影

響を受ける. (中碁)平均を越えたる抜荷畿展段

階にらる個々の企業のみが,経営路次益の中,経

営資本及土地資本に封する地方普通の利担以上の

余分を即ち特殊なる企業抜偏に封する雷童である

の故を以て企業者利潤と稿せらるる利開きを獲得

する_I.(3)

この言葉は前記 (イ)に封して述べたものであ

るが等争(Tl)に封してより安富するものであろう

(1)Brihklnalln,Th.a.a.0.S.4=4邦鐸50頁

(2)三洋接即,'土地用役の経管的債値 (農業

経済研究20の1)

(3)13rinklnauu,'rh.a.a.0.S.59邦諾tJ4貢
3.

Bri血 nantlの所謂純収益Reincrtragが地代Gru-

n(lre11teと同性異名である事は明かである｡｢--

ciz11116glichsthohcruTlkostcllundヱinSellfreier

Reiucrtrag･m･a:W･eincm6glichstholle
Grundrel,te｣(lJなのであって正にRcinertragは

Gl･undrLlntCのall(lcresWort別名なのであり,而
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してこれが凡ゆる農業経哲の目的 ZWeCk王も17cr

I,andwirtshaft(f2)なのである｡

従って彼に於ける耗牧益はそれが地代と云う名

稀に包括される限り土地用役の成果以外何者の寄

輿をも受 くるべからざるものでなくてはならぬ｡

しかるに我々の辿った考察は之を否定する｡本稿

の冒頭に於て設問した厨の,土地経琵醍経営に於

ける純牧益は果して全部が土地用役のみの寄異な

りやと云う問題に封して自然的族件,交通的地位

及個人的事情中の一部だけが然りと云う事が証明

されたに止り,個人的事情 (ロ)は純収益に寄興

しつつも速に地代に捜し去る事を許さ′1る別個の

存在として残存した.

Pers6nlichkcitによる純収益人の寄輿を土地純牧

益中に算入する事について彼も亦決 して無促件に

放任しては居らぬ｡

｢多数の農業者が彼らに追付く事に成功するなら

ば,彼等の企業者利潤は消失する｡何となれば今

や地債も又進歩せる技術に相臆して高まるからで

ある｣｡(3)

｢自然的地味 と交通地位とは一切の者に- 最 も

卓越せる農業者に封しても一一- 固相をめぐらす｡

この固相はこれをよく推移せしめ得るが除去する

･事は出凍ない｡｣(4)

｢他方また生産方向の分化に関する個人的要因の

重要性を,客観的の諸影響に比し低下せしめる或

種の均衡化傾向も亦認められる,｡土地性状及交通

地位が配置力として背反的方向を有する場合農業一

着披人馬的にこれを自らに語調せしめることは出

来ない｡J(5) ＼

等の記述によって極力純収益の葛生に封する土

地用役の主動性を張調している｡しかしこの事は

二面に於て地代中に客観/化し得ざるもののある事
を認めてらると云う事の証明ですらあ'り得る｡

要するに彼に於てGrundrenteはRcillertragで

一ある｡しかしRcillertragは全部が地代ではない｡

土地はそれ迄を奪う苛は出来なかった｡

Bl･illklnannに於(,Jるこの破綻は何に塞 くか｡戎

抹之を静態と由態の混乱によると許する事が出額

るかも知れぬ｡

但し私見によれば寧ろこの原因は用役泉源鰐の

分析の不徹底に基 くと思われるoBZ.iI止hlannは一

般的見解である土地,労働力及資本のみを用役泉ノ

洗婚豊と認める三元詮に立ってその上で土地だけを

内給用役泉源鰹 (経管腔)としている｡然るに内

給せられる用役は茸に土地用役及経営者能力用.役

である｡前者は地代をなし後者は利潤をなす｡而

して後者は本質的に舛鎗せられ得ざる本乗的経営

体をなすものである.

故に彼の慣系をそのま1救わんとする烏には,

(如何なる経営濃をとる経営に於ても,経営者能

力なる主観的用役泉源鴇との斑合は免れない.し

かし之は客観的に計測不能な存在であるから,経

哲醒たる土地の附属物として取扱う｣と云う断り

書を付する他はない｡但し夫は校本に於て用役泉

源醒四元詮を承認する事となる｡何れにせよ経営

穏概念への説明の省署は彼の撃説に封する理解をー

妨ぐものである｡

(1)a.a.0. S.33

(2)a.a.0. S.33

(3)a.a.0. S.59 邦語 95頁

(4)a. LTL.O. S.60 ク 97貢 ap

(5)ft. a.0. S.97 ク＼ 206頁
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